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どんな障がいがあっても、安心して地域で暮らしていけるようにしたい！ 
障がいのある人への良き理解者を増やし、広げたい！ 

 

 去る３月１２日・１３日に、トラブルシュータ 

ー養成セミナーを石狩市で開催することが出来ま 

した。平成１３年に小樽で開催されて、是非、石 

狩市でも開催をと３年越しの願いでした。昨年の 

春に堀江まゆみ氏（白梅学園大学教授・ＮＰＯ法 

人ＰandＡＪ代表）に是非石狩市でトラブルシュ 

ーター養成セミナーを開催したい旨を伝え、野沢 

和弘氏（毎日新聞社論説委員・ＮＰＯ法人Ｐand 

ＡＪ副代表）が昨年６月に石狩市に法人見学で来 

られた際にもお伝えしました。ついにその願いが 

実現しました。 

 石狩市での開催あたっては、２０１５年度福祉医療機構の助成事業により、主催はＮＰＯ法人Ｐ

ａｎｄａ－Ｊ。共催は石狩市、石狩市自立支援協議会、ＮＰＯ法人石狩市手をつなぐ育成会、Ｐ＆

Ａいしかり（ＮＰＯ法人石狩市手をつなぐ育成会、石狩市障がい者支援センター保護者会、社会福

祉法人はるにれの里による構成）。後援は石狩市社会福祉協議会というかたちでおこなわれました。 

                     初日の３月１２日（土）に開催された「性犯罪再犯  

                    防止支援者研修ＳＯＴＳＥＣ-ＩＤ」には当事者の家 

                    族会、民生委員、福祉サービス事業所職員、養護教員、 

                    民生委員、相談機関、弁護士など４１名の参加があり 

                    ました。参加者は石狩市内だけではなく札幌、旭川、 

                    後志からも参加がありました。ＳＯＴＳＥＣ－ＩＤは 

                    性的なトラブルなどの困ったことを乗り越え、いきい 

                    きと暮らせるようになるために、本人と地域支援者た 

                    ちが協働し包括的に支援する英国発祥のプログラムで、 

                    堀江まゆみ氏（白梅学園大学教授・NPO法人PandA- 

                    J代表）より概論の説明が、平井威氏（明星大学・ 

                    SOTSEC-IDJapan多摩）より東京の多摩地域での取

り組みについて紹介をいただきました。参加者はＳＯＴＳＥＣ－ＩＤについて初めて学ぶ機会とな

り、アセスメントや認知行動療法によるアプローチ等の重要さといかに支援の中にプログラム化し

て取り入れていくかといったことへの関心の高さがうかがわれました。 

 ２日目の「トラブルシューター支援者養成セミナー（基礎コース）」には当事者の家族会、民生

委員、福祉サービス事業所職員、養護教員、相談機関、弁護士６５名の参加がありました。この日

も参加者は石狩市内だけではなく札幌、北広島、室蘭、釧路からも参加がありました。    

 トラブルシューター養成講座では堀江まゆみ氏よりトラブルシューターとは何かについての説明

を、中田雅久氏（弁護士・多摩TSネット）より司法の立場よりトラブルになったときどうすれば

いいのかということを刑事手続きや東京TSの活動の紹介を交えながら説明をいただきました。ま

た石狩市の地域ではどのような現状があるかを市内の委託相談支援事業所の「ぷろっぷ」の平松氏、

「ヨルド」の宮串氏から報告がされました。午後からは野沢和弘氏（毎日新聞論説委員・NPO法人 

  

  

トラブルシューター養成セミナー 
 石狩市での開催実現！！ 

PandA-J副代表）より過去に障がいのある方（特 
に発達障がい者）が絡んだ事件報道と背景の紹介や 
英国視察についてお話をいただきました。 
 両日ともに講義後には平井威氏の進行でグループ 
ディスカッションが行われ、具体的な事例をもとに 
して私たちがどのようなことをやっていけるのか、 
だれが何をしたらよいか、石狩市ではどのような体 
制が必要とされるかということをディスカッション 
し、関係機関全体のコーディネーターの必要性や福 
祉現場ではあらためてトラブル等にしっかり目を向 
けていくことの重要性や当事者の一層の自立や地域 
・関係機関への理解の促進等についても意見が出さ 
れていました。 
 研修を通じて、これから石狩市ではどのような取 
り組みを行っていくべきか、問題解決だけではなく 
て如何に有機的な連携を図っていくべきか、全体の 
コーディネーター機能はどこがどう担っていくのか 
等々のたくさんの宿題をいただきました。 
 また、この日は受講修了者に修了証を発行し、 
グループワークの参加者毎に各講師の方々と一 
緒に記念撮影をしました。 
 トラブルシューター養成セミナー参加者からは６５ 
名中５９名の方からアンケートに協力いただき、多く 
の貴重なご感想・ご意見をいただきました。 
 

 去る３月２６・２７日、ＮＰＯ法人ＰａｎｄＡ－Ｊ主催で全国ＴＳ実践セミナー（ 2015 Ｗ

ＡＭまとめ報告会）が東京NATULUCK神田で開催されました。Ｐ＆Ａいしかりからは世話人

の遠藤・金子が参加しました。冒頭、「新しい時代のＴＳ活動－障害者総合支援法、発達障害者

支援法の改正との関連からこれからのＴＳ活動をどう考えるか」と題して、野沢和弘（毎日新聞

社論説委員、ＮＰＯ法人ＰandＡ－Ｊ副代表）から基調報告がありました。その後この間、沖縄、

新潟、新発田、多摩、富山、奄美大島、東京、石狩の全国８か所の各地で取り組まれたＴＳ（ト

ラブル・シュ―タ―）の報告がされました。 

 各地での取り組み一つ一つから具体的に学ぶ 

ことや今後のＴＳネットづくりに示唆するもの 

があり、とても刺激を受けてきました。石狩か 

らの報告は、これまでのＰ＆Ａいしかりの活動 

を遠藤世話人から報告し、今回のトラブルシュ 

ーター養成セミナーの取り組みと今後の課題を 

金子世話人から報告しました。 

 今後、セミナー開催した後に如何に継続して 

ＴＳネットづくりに地域の中で、取り組むかが 

重要であり、その為にも今回の各地での取り組 

みを力にして、具体的な取り組みを進めていきたいと考えています。 

 今回の全国ＴＳ実践セミナーでの各地域での取り組みついては、追って報告集が発行されます。

石狩からの報告内容はＰ＆ＡいしかりのホームページにＵＰしましたので、ご覧ください。 

 ホーム―ページは「Ｐ＆Ａいしかり」で検索して見ることもできます。 

ＨＰアドレスは   http://p-a-ishikari.jimdo.com/  です。 

 

ＮＰＯ法人ＰａｎｄＡ－Ｊ主催 

全国ＴＳ実践セミナーにＰ＆Ａいしかりから参加 
（ 2015 ＷＡＭまとめ報告会） 

遠藤世話人がＰＡＩ活動の報告 
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